
役職名 氏　名 所 属 団 体 等

会 長 黒 川 実 男 小域福祉ＮＷ（青葉台小）

副 会 長 川 上 孝 江 民生委員児童委員協議会

〃 吉 成 正 司 町会長会

〃 水 田 葉 子 子育て家庭支援員協議会

会 計 担 当 中 島 宗 光 戦没者遺族会

〃 担 当 田 丸 惠 子 民生児童協議会（主任児童委員）

事 業 部 長 川 又 昇 造 小域福祉ＮＷ（明神小）

〃 副 部 長 田 中 文 子 更生保護女性会

〃 副 部 長 藤 沢 朝 代 子育て家庭支援員協議会

〃 副 部 長 田 丸 榮 一 小域福祉ＮＷ（姉崎小）

事 務 担 当 桃 尾 英 宣 町会長会

〃 担 当 安 藤 敏 子 民生委員児童委員協議会

理 事 斉 藤 義 人 町会長会

〃 佐 久 間 保 男 　〃

〃 田 中 達 郎 　〃

〃 海 保 信 弘 　〃

〃 相 川 敏 子 民生委員児童委員協議会

〃 小 野 田 俊 信 　〃

〃 桑 原 秀 明 　〃

〃 山 本 芳 夫 　〃

〃 石 井 英 之 　〃

〃 大 山 加 代 子 　〃

〃 青 木 律 子 　〃

〃 窪 園 和 子 　〃

〃 切 替 み ど り 　〃

〃 田 丸 貞 子 　〃

〃 鈴 木 正 夫 　〃

〃 齋 藤 浩 子 　〃（主任児童委員）

〃 鈴 木 久 美 子 食生活改善協議会

〃 早 坂 貴 子 子育て家庭支援員協議会

〃 倉 持 美 枝 子 更生保護女性会

〃 潤 間 惠 子 　〃

〃 坂 本 宏 美 明るい選挙推進協議会

〃 中 島 光 孝 地域包括（たいよう）

〃 猪 股 理 寛 　〃　　（しおみ）

〃 中 西 英 広 青少年相談員連絡協議会

〃 高 島 直 彦 企業（ＪＦＥ溶接鋼管）

〃 諏 訪 孝 明 姉崎公民館

〃 白 井 修 姉崎支所

監 事 進 藤 和 江 保護司会

〃 寺 田 喜 昭 地区防災計画策定委員会
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◆サロン事業変更

公民館のふれあい会食会を廃止し

『公民館茶話会』となり、

従来の『アネッサ茶話会』
との２会場で毎月開催

◆新たな事業

地域子ども食堂として

『げんき食堂アネッサ』を
５月より毎月開催

姉崎地区住民の皆様には、日頃より地

区社協を温かくご支援頂きありがとうご

ざいます。

さて、令和３年度はコロナウイルス感

染症のなか、事業は相談カフェ、ふれあ

いサロン等は制限開催、また、市社協主

催の福祉バザーは３年連続開催中止とな

りました。

姉崎地区社協では地域共生社会の実現を目指し、以下のイベ

ント事業では昨年度は制限付きで開催となりました。

＊「フードパントリー」は、市社協主催、有秋地区社協と協働

で、皆様より心温まる飲食物を寄付して頂き、コロナ禍で生

活が厳しい32世帯へ届けました。

＊昨年秋の「あそびばアネッサ」開催は、中学生、大学生、

高齢者ボランティアの協力にて、

こども達42名にあそび場が提供

出来ました。

また、昨年は地域共生社会実現

を目指した「第６次市原市地域福

祉活動計画」の施策、及び「地区

行動計画」の施策が市福祉活動計

画と目指す方向性として共有した

基本的な考え方が示されました。

令和４年度姉崎地区社協事業計画は、ふれあいの場、支えあ

い助けあえる場づくりを目指し、「共生型サロン事業、日常生

活支援事業検討、子供の居場所づくり」、「地区福祉行動計画

見直し」等としましたので、引き続きご支援をお願いします。

第56号（1） そ よ 風 令和4年7月1日

１１月３日（木・祝）

第56号（４） そ よ 風 令和4年7月1日

地区社協理事です

山新町会長

佐久間 保男

山新町会は、旧姉崎町の頃に多数

の町会議員を輩出し、新田と山谷の

２つを統合した歴史ある町会です。

昭和35年以降東京湾の埋め立てに

より、工場が誘致された関係で世帯

数が増加し、昭和45年1月1日山新南

町町会が分家し、現在、山新町会は

前新田、中新田、山谷と三地区で構

成し、三地区毎に防犯パトロールを

月2回実施しております。

また、年4回は三地区合同の防犯パ

トロールを警察官同行のもと実施し

ています。防災関係は発電機及び地

下水も三地区分確保しています。救

命のために、AEDも設置しました。今

後は救命・救急の講習を実施して、

緊急時にスムーズに活用できるよう

にしていきます。

7月20日の姉埼神社夏季例大祭では、

お神輿渡御で地元の白幡

神社にお神輿がやってき

ます。町会内にある県指

定の史跡、二子塚古墳の草刈りを春

と秋の年2回実施し、町会員一同史跡

の保存に力を入れています。

■史跡二子塚古墳

二子塚古墳は、昭和43年4月9日、

県の史跡に指定された。所在地は、

市原市姉崎1762番地。

この二子塚古墳は姉崎古墳群の

一つで、海抜約5mの砂堤上に立地

しており、全長114m、後円部径62

m、後円部高9.5m、前方部高8.5m

である。墳丘は3段築成で、中段・

下段に円筒埴輪列が巡っていた。

後円部・前方部それぞれの主体部

周辺からは石枕（国の重要文化財）

を始めとする多くの副葬品が発見

されており、その多

くは現在國學院大學

博物館に所蔵されて

いる。

■平成通りが

昨年3月26日開通

平成通りと千種通

りが接続され、姉崎方面と青柳方面

を結ぶ新たな道路ネットワークが構

築されました。このため、町内でも

交通渋滞の緩和や利便性の向上、さ

らには防災面の強化などに期待して

います。

令和４年度の姉崎地区町会長会のメンバーです

福祉バザーの開催予定

姉崎地区社会福祉協議会

会長 黒川 実男

姉 崎 地 区（前年同期比）

世帯数 14,420 世帯( -6)

人 口 28,524 人(-253)

男 14,832 人(-138)

女 13,692 人(-115)

令 和 4年 4月 1日 現 在

発 行

姉 崎 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

発行責任者 会長 黒川 実男

編 集 者 広 報 部 会

事務局 姉崎保健福祉センター内

TEL 0436(62)8601

姉崎地区社会福祉

協議会URL

QRコード

４年ぶりの開催です。

ご協力をお願いいたします。

歴史のあるまち山新町会

平成通り

千
種
通
り

公民館茶話会 ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝと

ｱﾈｯｻ茶話会 しおみ講座

発掘された石枕

げんき食堂アネッサ

∴二子塚古墳

≪姉崎地区町会長会の事業内容≫

姉崎地区町会長会には32町会が加入し、

主に以下の事業を行っています。

１．会議及び研修

役員６名により毎月、定期役員会で町会

運営に関する打ち合せや研修を実施。

２．防災

コンビナート企業との防災に関する意見

交換会を開催。

３．福祉事業

地区社協や関係機関と連携して、福祉バ

ザー事業、各種募金活動を実施。



行 事 内 容 担当
R4年 7月27日 A班

〃 8月24日 B班
〃 9月28日 C班
〃 10月26日 健康についてのお話/ 沖縄の歌と踊り A班
〃 11月16日 健康についてのお話/ 一緒に歌おう B班

R4年 7月15日
〃 8月19日
〃 9月16日
〃 10月21日
〃 11月11日

R4年 7月15日
〃 8月19日
〃 9月16日
〃 10月21日
〃 11月18日

R4年 7月1日 「そよ風」56号発行
〃 12月1日 「そよ風」57号発行

 

開催予定日 ７/23     8/27     9/24    10/22     11/26

行 事 内 容

広報紙 「そよ風」  （年2回発行）

公民館茶話会（原則第4水曜：10:30～）  会場：姉崎公民館

アネッサ茶話会（原則第3金曜：13:00～）　 会場：アネッサ

げんき食堂アネッサ　 （原則第4土曜：１０：００～１４：００）

スキンケア・メイクアップ講座（ママも自分磨き）

子育てワンポイント（市原市保健センター）
子どもフェスタ（姉崎・有秋支部合同開催）

おしゃべりカフェ　（原則第１水曜：１０：００～１２：００）

開催予定日

開催場所

７/6     8/3     9/7    10/5     11/2
 アネッサ 相談室２

開催場所  ボランティアルーム・実習室・調理室

福祉バザー　　会場：アネッサ
  準備11/2（水） 、 開催日11/3（木・祝）

開催予定日

開催予定日

開催予定日

健康についてのお話/ 姉崎音頭の踊り体験と
ゲームや体操

行 事 内 容
銭太鼓鑑賞（市原胡蝶会）      
うたの発表会（キッズボランティア：体育室）       

みんなでうたおう（OYG組）  

手形をぺったん！（かわいい手形を記念に）
３B体操を親子で体験！

子育てサロン講座（原則第3金曜：10:30～）会場：姉崎公民館

お役立ち講座（地域包括支援センターしおみ）

繰越金収入 1,500,000
市社協支出金収入 1,317,762
賛助会費収入 0
寄付金収入 5,000
雑収入 3,823
 合計 ① 2,826,585
運営費 145,324
基本事業費 200,417
先駆的事業費 41,589
第２層協議体運営費 17,024
地区社協運営経費 0
自主事業費 0
共済事業費 410,000
新規事業費 129,897
予備費 200,215
 合計 ② 1,144,466

1,682,119

繰越金収入 1,682,119
市社協支出金収入 1,360,000
賛助会費収入 50,000
寄付金収入 1,000
雑収入 171,100
 合計  3,264,219
運営費 250,000
基本事業費 930,000
先駆的事業費 110,000
地域（子ども）食堂事業 100,000
地域福祉支援事業 80,000
第２層協議体運営費 160,000
地区社協運営経費 160,000
自主事業費 280,000
共済事業費 410,000
新規事業費 500,000
予備費 284,219
 合計 3,264,219

支
出
の
部

収
入
の
部

    令和３年度決算     （円）

支
出
の
部

次年度繰越金（①ー②）

    令和４年度予算     （円）

収
入
の
部

マネージャー 宮原 聖一

本年4月から西部地

区エリアマネージャー

となりました宮原聖一

です。皆様に親しまれ

る職員になれるよう努

めてまいりますので、

宜しくお願いいたしま

す。

姉崎地区社協では

「地域のみんなで支え

あい・助けあいのあるまちづくり」の基本理念の

もと、５つの目標を掲げ、各事業を推進しており

ます。中でも目玉事業のひとつである「地域（子

ども）食堂事業」では、その実現に向けて多くの

課題に果敢に挑戦するお姿を拝し、揺るぎない熱

意と行動力、そして強い団結力に深く感銘いたし

ました。

地域福祉の拠点であるアネッサにおいても、皆

様とともに各事業の推進に向けて全力で取り組ま

せて頂きますので、宜しくお願いいたします。

結びに、姉崎地区社協並びに地域住民の皆様が、

今年度も健康で活気に満ち、益々のご活躍と更な

る発展を遂げられますよう、アネッサ職員一同、

ご祈念申し上げます。

姉崎地区にも、

いよいよ、こども

食堂『げんき食堂

アネッサ』が５月

から始まりました。

今､全国的に広がり

つつあるこども食堂・地域食堂ですが、

市原市内の社協関連では、国分寺台、

辰巳台に次いで３番目のスタートです。

最近は学校がお休みの土曜日も保護

者の方がお仕事等でお家には不在で、

お昼ご飯を一人で食べるというお子さ

んが増えているそうです。

一人で食べる事が多い小学生のお子

さん中心に『げんき食堂アネッサ』に

集まっていただきたいと思っています。

食堂と名付けていますが、ご飯を食べ

るだけではなく、みんなで一緒にボー

ドゲームをしたり、絵を描いたり、工

作をしたり、宿題や勉強を見てあげた

り・・・。

色々な世代の地域の方々がボランティ

アとしていつもいます。「色々な人と

一緒に過ごすのも楽しいな！みんなで

ご飯を食べるのもおいしいな！」って

少しでも思ってもらえればうれしいで

す。お子さんの居場所作りと言うこと

だけで無く、いずれは、赤ちゃん連れ

のママさん、パパさん、お一人住まい

のご高齢の

方などにも

来て頂き、

みんなでお

しゃべりし

たり世代を

超えて遊ん

だり、みん

なで野菜を育てて食堂のカレー作りに

生かしてみたり、と色々想いは広がり

ます。

姉崎地区社会福祉協議会としては初

めての試みなので、手探り状態からの

出発ですが、『まずはやってみる！』

の合い言葉でのスタートです。

毎月やりながら地域の皆様のアドバ

イスやご意見を頂き、どんどん良い方

向へ進めれば姉崎地区も、もっともっ

と楽しくなっていくと思います。

第１回目の5月28日（土）の『げんき

食堂アネッサ』では、ボッチャや竹と

んぼ、折り紙、頭の体操、トマトを中

心とした野菜作りも経験しました。参

加した子供たちは「帰りたくない、今

度いつなの？」と話していました。ボ

ランティアのみなさん、ありがとうご

ざいました。

今後は毎月第４土曜日の10時から14

時までのオープンです。多くのお子さ

んたちの来場を、スタッフ・ボランティ

ア一同、「待ってま～す」。

姉崎地区社会福祉協議会

副会長 水田 葉子

アネッサ インフォーメーション

管理者 猪俣 理寛

地域包括支援センター（※以下、包括）

は市内９ケ所に設置されています。当センターは平成31年4月に

開設し、4年目を迎えました。

包括というと、高齢者を中心とした地域住民のなんでも相談

窓口として知られていますが、市原市では令和4年4月より、市

内全包括にこれまでの高齢者の相談機能に加えて、新たに『地

区福祉総合相談センター』の機能が加わりました。つまり、福

祉に関する分野や世代を問わない相談窓口となりました。

様々な相談を受け止め、世

帯全体の課題を整理し、必要

なサービスや適切な支援機関

に繋がるよう調整します。ど

うぞお気軽にご相談下さい。

また、地域住民の集まる場等

での出前講座もさせて頂いて

おります。そのようなご依頼

もお気軽にご連絡下さい。

最後に、近年、『高齢者のみ世帯』、『複合課題を抱えてい

る世帯』の対応が増えております。その中には自ら相談できな

い方も多く、発見時には問題が重度化している場合も少なくあ

りません。地域の皆様の日々の気づきが大きな力となりますの

で、心配な方がいましたら、情報提供して頂けると幸いです。

＊連絡先：０４３６－２６－５１５１（潮見通り）

地域包括支援センター「しおみ」の近況

第56号（３） そ よ 風 令和4年7月1日第56号（２） そ よ 風 令和4年7月1日

＊基本事業費とは、各部会や福祉バザー、小域福祉ネッ
トワーク、役員研修等の活動費です。

＊先駆的事業費とは、新しく取り組む事業に配分される
予算で、相談支援事業や災害支援事業が該当します。

＊第２層協議体運営費とは、第１層の市社協に対し、地
区社協を２層とした生活支援等サービスの提供体制の構
築費です。

＊自主事業費とは、門前市への出店活動費です。
＊共済事業費とは、地区社会福祉協議会を構成する14団
体の内、12団体への活動助成金です。

新たな相談支援事業です。

お悩み、困りごと、支援して

欲しいことなど何でもお気軽に

投稿して下さい。設置場所は、

≪アネッサ 一階公衆電話横≫

お茶でも飲みながら、お気軽に

ご相談に来てください。

相談日は原則、第一水曜日

10時から12時

≪アネッサ 相談室２≫

おしゃべりカフェ

姉崎地区社会福祉協議会の主な事業計画

ふれあいボックス

＊事業等でご不明な点は、アネッサ事務局へお問い合わせ

下さい。

へようこそ

輪投げ遊び

包括しおみのスタッフ

「どれにしようかな…」

カレー用に野菜植え


